
要　旨　

民間療法は、古くから伝承されるいわゆる補助療

法と考えられ、アトピー性皮膚炎（AD）において

も多くの患者が民間療法を経験している。

JMEDICINE、および医学中央雑誌をもとに、民間

療法における二重盲検比較試験の報告を検討した結

果5例が認められた。これらはいずれも症例数が少

ない、多施設に及ぶ大規模な検査ではないなどが認

められた。また海外からのsystematic review of

treatmentｓ for atopic eczemaでは、数種類の民間療

法が報告されていたが、大部分がエビデンスレベル

3であった。一方、不適切な民間療法の報告はこれ

まで74例の報告例が認められ、増加している傾向が

認められた。民間療法は、その多くにおいて科学的

検証がなされていないものが多いが、ADにおける

補助療法として確立されるためには今後エビデンス

の高い科学的検証が必要であると考えられた。また

増加している不適切な民間療法に関しては、医療側、

患者側ともに再認識する必要があると考えられた。

Ⅰ. 研究目的

民間療法は「多くの医師が医療施設において施行

あるいは指導する医療以外の医療であり、その多く

においては作用機序が確認されていないもの。」と

定義される。古くから伝承される補助療法であり、

アトピー性皮膚炎（AD）においても多くの患者が

民間療法を経験している。民間療法の有効性、安全

性を明らかにすることを目的として、民間療法にお

いて二重盲検比較試験を施行した報告に関して検索

を行った。（参考文献）

Ⅱ. 研究方法

A Dにおける二重盲検比較試験の報告を、

JMEDICINE、医学中央雑誌をもとに検索し、個々

の報告例の内容を検索した。またsystematic review

of treatments for atopic eczema における検索を施行

した。またJMEDICINE、医学中央雑誌をもとに民間

療法によっって引き起こされた健康被害について検

討した。

Ⅲ. 研究結果

民間療法における二重盲検比較試験は5例認められ

たが、そのいずれも症例数が少ない、また多施設に

おける大規模調査ではない、また脱落症例の記載が

ないものが多いなどが認められた。またsystematic

reviewに お い て は 、 evening primrose oil,

aromatherapy, massage therapy などの報告例が認め

られた。Pilot studyなどで、大部分がエビデンスレ

ベル3であった。

いっぽうJMEDICINE、医学中央雑誌より不適切な

民間療法を検索した結果、本年度までに74例の合併

症の報告が認められた（図1、2）。不適切な民間療

法による悪化事例の内容は、大きく分類して、（1）

ステロイド忌避による皮膚炎の悪化、（2）皮膚炎の

悪化に併発して生じる合併症、（3）民間療法で使用

される製品、手技などによる副作用に分類された。

合併症の内容を検討すると、感染症（カポジ水痘様

発疹症、ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群）、腎機能障

害、成長障害などが認められた（図3）。脳梗塞、横

紋筋融解症状、ケトン性低血糖など重篤な症状を呈

した症例が認められ、最近も増加している現状が認

められた。また治療によって合併症の改善を認めた

症例がほとんどであったが、後遺症を残した症例も

認められた（図4、5）。不適切な民間療法によって

生じる合併症は現在も増加傾向にあり、これらに関

しては医療側、患者側で認識をする必要があると思

われた。
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図1. 合併症を生じた不適切な民間療法の報告例 
　　（74報告例中） 
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図2. 合併症を生じた不適切な民間療法の行われた期間 
　　（54報告例中） 
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図3A. 不適切な民間療法で生じた合併症の内容 

カポジ水痘様発疹症（7例）, 単純性疱疹（1）, ブドウ球菌性熱傷様皮膚症
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図3B. 不適切な民間療法によって生じた合併症内容 
　　　（57報告例中） 
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図4. 合併症に対して医療機関で施行された治療内容 
　　（61報告例中） 
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図5. 不適切な民間療法で生じた合併症の転帰 
　　（37報告例中） 
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Ⅳ. 考　察

AD患者ではしばしば民間療法を施行するが、今

回の結果からはADの治療において民間療法の高い

EBMを示す報告例を認めることはできなかった。

民間療法にはもともと定められた使用法がない場合

も多く、また古くから伝えられた医術として解釈さ

れる場合もあり、このために科学的評価が困難であ

るという考え方も多い。また心身的にリラックスな

どをもたらす場合も多いと思われる。しかし補助療

法として確立されるためには今後科学的な検証によ

る裏づけが欠かせないと思われる。

またときに民間療法の中には現代の西洋医療を排

除する傾向が見られる場合も存在するのも事実であ

り、今回の検討においてもステロイド外用剤を主体

とする現代医療を排除する不適切療法が多数認めら

れた。このような不適切な治療法に関しては現在も

増え続けていることから再認識すべきであると考え

られた。

Ⅴ. 結　論

以上の結果から、民間療法の有効性に関しては、

科学的検証の行われているものはきわめて少なく、

民間療法が補助的な役割をはたすためには、有効

性・安全性について科学的に評価することが重要で

あると考えられ。また症状の悪化につながるような

不適切な民間療法については患者、医師ともに再認

識すべきであると考えられた。
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民間療法で重症栄養障害をきたしたアトピー性皮膚炎の1例 
食事制限により成長障害を呈したアトピー性皮膚炎の１３例 
漢方薬（ハーブ）アローゼンによる薬疹の1例 
クロレラ錠による中毒疹で紅皮症となった成人アトピー性皮膚炎の１例 
漢方・民間療法により紅皮症化したアトピー性皮膚炎3例 
漢方薬による増悪が疑われたアトピー性皮膚炎の1例 
漢方製剤によると思われるぼうこう炎の1例 
脱ステロイド後に急激な皮疹の悪化を生じたがグリテール調合ステロイド外用剤と 
　ソフトレーザーの併用で加療し軽快したアトピー性皮膚炎の1例 
民間療法による不適切な食物制限のためKwashiorkorを来たしたアトピー性皮膚炎 
　の乳児 
民間療法の落とし穴。頼り過ぎてアトピー性皮膚炎悪化の症例 
アトピー性皮膚炎の治療に用いた外用剤による接触皮膚炎 
漢方薬によると思われる蛋白尿の１例 
クロレラによる中毒疹の2例 
エステティックによる民間療法施行中に重症感染症を合併したアトピー性皮膚炎の1例 
アトピー制限食によるビタミンD欠乏症くる病の1例 
ゼラチン菓子（グミキャンデー）を摂取して症状の悪化を認めたアトピー性皮膚炎の1例 
急速な腎機能低下をきたした民間療法によるChinese herbes nephropathy 
漢方薬によると思われる蛋白尿の1例 
漢方薬の関与が疑われた急性間質性腎炎の1女児例 
黄ぎによる薬疹の1例 
甘草により偽アルドステロン症をきたしたアトピー性皮膚炎の1例 
姉妹でChinese herbes nephropathy(CHN)を発症した2例 
血液導入に至ったChinese Herbs Nephropathyの1例 
外用薬が悪化要因であるアトピー性皮膚炎 
過度の食事制限により重度の栄養障害と皮膚炎をきたしたアトピー性皮膚炎の乳児例 
アトピー性皮膚炎患児に過度の食物制限を行い体重増加不良、運動発達遅延をき
　たした1乳児例　ビタミンB1欠乏からの検討 
腎不全に至ったChinese herbs nephropathy 
A csae of allergic and photoallergic contact dermatitis due to chinese 　 
　topical drugs 
腎不全に至ったChinese herbes nephropathy(CHN)の一腎生検症例 
シジュウム茶入浴により増悪したアトピー性皮膚炎 
ステロイド離脱療法と除去食療法により症状が悪化した妊婦アトピー性皮膚炎の1例 
Streptococcal toxic shock syndromeにて死亡したアトピー性皮膚炎成人例 
Two cases of contact dermatitis due to propolis. Patch testing with  
　fragrances detected in propolis by GC-MS 
低蛋白血症を呈した乳児アトピー性皮膚炎の検討 
重症アトピー性皮膚炎の検討　民間療法、不適切治療により合併症を併発したり　 
　悪化を来たした症例 
漢方薬による薬剤性肝障害の1例 
太乙膏でアレルギー性皮膚炎を生じたアトピー性皮膚炎の1例 
アトピービジネス療法により増悪したアトピー性皮膚炎の1例 
治頭瘡一方にて薬剤性肝障害をきたした乳児アトピー性皮膚炎の1例 
個人的に輸入した伝統的な漢方薬（煎薬）使用の危険性 
民間施設における食事療法で栄養失調となり死亡したアトピー性皮膚炎の1例 
脳梗塞を来した重症アトピー性皮膚炎の乳児例 
DHA.EPA含有栄養補助食品の中止によリ皮膚症状が軽快した2例 
アトピー性皮膚炎に対する制限食で発症したビタミンD欠乏性くる病の1例 
民間療法でアトピー性皮膚炎の増悪を来した姉弟例 
民間療法中にるいそうを呈したアトピー性皮膚炎の1例 
DHA.EPA含有栄養補助食品の中止によリ皮膚症状が軽快した2例 
発達の遅れと成長障害を主訴に紹介となった重症アトピー性皮膚炎の2乳児例 
アトピー性皮膚炎にカポジ水痘様発疹症を合併し更に横紋筋融解症に至った1例 
民間療法（整体）で栄養失調症をきたした乳児重症アトピー性皮膚炎の1例 
プラセンタエキスを含む健康食品の経口摂取により増悪をみた成人型アトピー性 
　皮膚炎の1例 
不適切除去食、アトピービジネスにより発育障害をきたしたアトピー性皮膚炎乳児の2例 
副甲状腺　ビタミンD欠乏性くる病の3例 
除去食中にケトン性低血糖症を発症したアトピー性皮膚炎の2例 
長期にわたる長時間の入浴により偽性Bartter症候群および偽性副甲状腺機能　
　低下症を生じたアトピー性皮膚炎の1例 
中国直輸入の漢方製剤により副腎機能制御を来した7歳男児例 
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